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研究要旨 

本分担課題では、全ゲノム解析等実行計画2022のもと進められている、がん領域の全ゲノ

ム解析についての検討状況を踏まえて、遺伝性腫瘍における全ゲノム解析の診療実装のた

めのエビデンスのとりまとめと診療指針の策定を行う。R5年度は関連学会・団体と協力

し、がんの全ゲノム解析における生殖細胞系列所見に対する提言に向けた協議・検討体制

を構築した。また、PPIの取り組みを計画した。 

 

A．研究目的 

本分担課題の目的は、全ゲノム解析等実行計画2

022のもと進められている、がん領域の全ゲノム解

析の検討状況から、遺伝性腫瘍を中心とした全ゲ

ノム解析の診療実装のために、エビデンスのとり

まとめと診療指針の策定を行い、全ゲノム情報を

もとにがん予防や治療に役立てるためのしくみを

育むとともに、より効果的ながん対策につなげる

ことで、がん未発症者も含めた遺伝性腫瘍に関する

診療体制・社会体制を構築するための課題を明らか

にすることである。 

B．研究方法 

関連学会・団体と協力し、がんの全ゲノム解析に

おける生殖細胞系列所見に対する提言に向けた協

議・検討体制を構築する。また、PPIの取り組みを

計画する。 

（倫理面への配慮） 

体制構築を目指す段階であり、現時点では特に該

当するものはない。今後PPIなどの検討を開始した

際には、研究参加者の個人情報保護への配慮等を行

う予定である。 

C．研究結果 

関連学会・団体と協力し、がんの全ゲノム解析に

おける生殖細胞系列所見に対する提言に向けた協

議・検討体制を構築した。具体的には研究協力者と

して、中田 はる佳氏 (国立がん研究センター → 

神奈川県立保健福祉大学)、横野 恵氏（早稲田大学

 社会科学部）、永井 亜貴子氏（東京大学 医科学研

究所 公共政策研究分野）を迎え、国立がん研究セ

ンターの患者・市民パネルを交えた検討体制を構築

した。 

D．考察 

全ゲノム解析等実行計画に基づきがん領域の全

ゲノム解析は本格解析の体制に入り、患者還元を進

める中、生殖細胞系列の所見についても、様々な課

題が明らかとなっている。そうした状況を踏まえて、

本研究の検討体制を構築した。R6年度以降はその検

討体制を維持、拡大しつつ具体的な提言に向けた検

討を進める予定である。 

E．結論 

関連学会・団体と協力し、がんの全ゲノム解析に

おける生殖細胞系列所見に対する提言に向けた協

議・検討体制を構築した。また、PPIの取り組みを

計画した。R6年度以降はその検討体制を維持、拡大

しつつ具体的な提言に向けた検討を進める予定で

ある。 
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